
先日、所用のために、久しぶりに電車に乗って、JR 膳所駅経由で京阪の石場駅まで行って来ました。数年前

までは、勉強会のために、毎月一回は膳所駅を利用していました。最近は、コロナ禍も影響して、膳所駅を利用

する機会がほぼ無かったので、最近の街の景観が大きく変わっていることに驚かされました。昔の西武百貨店の

跡地には、大きなマンション群が建設される予定だそうです。膳所は私の亡き母の郷里でもあり、駅前から坂を

下っていくと、昭和の頃の膳所駅前や浜大津周辺の景色を思い出します。その日の帰りに、JR の駅のホームか

ら、鮮やかな朱色に染まった夕焼け空を見ることが出来ました。今年こそは、久しぶりに紅葉狩りに行きたいな

ぁと思いました。皆さん、これからの秋の行楽シーズン、いかがお過ごしの予定ですか。院長の喜多です。 

朝起床して、診療室、待合室、受付の電気をつけに行く際には、室内の各温度計は 20℃を下回るようになり、

少し肌寒く感じるので、エアコンの暖房のスイッチを押すようになりました。約３月前の真夏（８月）には、起

床時の室温が、すでに 30℃を越えていたことを不思議な気持ちで思い出します。真冬になれば、昨年同様に、

灯油ストーブと電気ストーブを追加して設置する予定です。今後の電気代や灯油の値上がりが気になりますね。 

【さて、当院では、毎月の電気の総使用量は、夏と冬とでは、どちらが多く使用していると思われますか？】 

現在の当院の空調設備は、2000 年に開業した当初のものですが、来月に、新しい空調設備へ交換工事を行うこ

とになりました。それ際して、エネルギー診断士の方に、省エネ対策などを分析して頂く機会がありました。一

年間の電気メータの数値や、灯油やガスの使用量を伝票から調べたところ、冬（１月）は、夏（７月）に比べて、

約 12％電気の使用量が多く、灯油やガスを含めた総エネルギー量では、冬は夏より約 30％多い結果となりま

した。特に、真冬の省エネ対策としては、①上昇しやすい暖気を、サーキュレーターで低い位置へおろす、②加

湿器で湿度を上げて、体感温度を上昇させて、設定温度を下げる、③換気のための窓開けは、必要以上には開放

しない、④シーズン前に空調の掃除をしておく、と診断されました。 来月の空調工事では、駐車場の車の出入

りや工事音などで、皆様にご迷惑をおかけしますが、どうかご協力の程、よろしくお願い致します。 

きた歯科だより

～Vol.150 あなたの生活に役立つ情報が満載のきた歯科医院だよりです～ 
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